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　　福島県いわき市と福島第二原発への視察　　　　　　　　　　　　　　　　

　2019 年 10 月 12 日夜から 13 日未明にかけて、巨大な勢
力を持つ台風 19 号が東日本を襲いました。後に東日本台風
と名付けられたこの台風により、約 140 か所の決壊と 240
を超える河川の氾濫越水があり、84 名の人命が失われまし
た。私は台風 19 号が近づきつつある 10 月 12 日の昼には
AMDA 本部入りし、はじめは台風 15 号によって被害を受け
た千葉支援を念頭に活動の準備を本部スタッフと進めてい
ました。
明けて翌朝、被害情報を収集の結果、活動地を千曲川決壊
による水害が出ている長野市に変更し岡山を出発、10 月 13
日 19 時には長野に到着しました。その足で長野市赤十字病
院内に設けられた保健医療支援活動の本部を訪問し、活動
を開始いたしております。
10 月 14 日は第一回目の避難所のアセスメントが始まり、
我々を含め TMAT、JPAT の 3 チームが保健所の依頼を受け、
地元保健師の方々と共に一つ一つの避難所を巡回しました。
この時点でほとんどの避難所はライフラインも整っていま
したが、ベッドはまだ入っていない状況でした。その日の
夜から避難所への夜間の泊まり込みによる 24 時間体制での
支援が始まりました。

10 月 15 日より、AMDA チームは避難者数の最も多い豊野
西小学校を拠点とする常駐による支援活動となりました。
その日は私のみ 14 日にアセスメントできていなかった避難
所への訪問に行くことになり、豊野西小学校の支援活動は
AMDA 本部職員の橋本と、ER ネットワーク登録医師・看護
師の長谷川、佐藤を中心に、諏訪中央病院スタッフや地元
医師の協力をもって開始することができました。
具体的には、避難者の健康状態を含めたマッピングや水害
後の粉塵対策としての玄関の整備、トイレ数の確保、健康
相談、そして 10 月 19 日の 242 台の段ボールベッド緊急搬
入など、災害関連死予防を目的とした保健ニーズに対応し
た避難所支援を行いました。
途中より被災地医療機関の賛育会の方々から、保険診療再
開の支援をお願いしたいとお話があり、避難所支援と並行
してその準備も始まりました。
私が長野を離れる 10 月 20 日に AMDA チームも豊野西小学
校の活動を日赤のチームに引き継ぎ、その後の AMDA チー
ムは、賛育会の診療再建支援に活動がうつされました。
以上、私の活動報告とさせていただきます。
まだまだこれからも水害被災地域の復興も注視する必要が
あると思われます。被災地へのご支援を私からもよろしく
お願いいたします。

　　徳島県阿南市での防災訓練に参加して　　　　　　　理事長　　江口　貴博

　令和元年９月１日、防災の日に行われた徳島県と阿南市と
の合同防災訓練に参加しました。朝１０時から阿南市福井
中学校で始まった訓練で、地域住民の方々にトリアージの
実践と救命治療のデモンストレーションを行いました。南
海トラフ地震対応プラットフォームで、AMDA 兵庫は徳島
県阿南市を担当することになっていますが、現地医師会や
保健所、危機管理室と人脈を増やすことができました。詳
細はホームページでご確認下さい。
　HP はこちら⇒ http://amda-hyogo.com/2019/11/03/739/
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　　　　　　　　　　部長　宇都宮舞珠　看護学部３年
　私は前回の東北支援事業にも参加していたため、2 年前と
比較しながら福島を見学することができました。比較するこ
とで、地域の特徴によって取り組む課題が大きく異なること
を学びました。今回の見学では、原発事故による課題が８年
経った今でも残っていることが特に印象的でした。今回の学
びを活かし、まずは、現在生活している地域に合わせた災害
の予測や、その対処を自分なりに考えていきたいです。今回
の活動ではたくさんの方からご支援をいただきました。活動
で得た学びから、看護学生としてできることを考え、実践し
ていきます。本当にありがとうございました。
  
　　　　　　　　　　副部長　諫山千実　看護学部３年
　福島県を訪れたのは今回が初めてでした。当時の被災状況
や現在の復興状況についての話を伺うことや実際に見て回る
ことで、発災から 8 年が経った福島県の姿について知ること
ができました。復興が進み、家や商業施設、道路等が整備さ
れた町がある反面、帰ることのできない町やまだ癒えない心
の傷があることを学びました。近年、大規模な自然災害が相
次いでおり、防災教育に対する関心も高まっています。しか
し、私たちは災害を実際に経験したことがありません。今回
の活動を通して学んだことを踏まえ、災害の恐ろしさについ
て知ると同時に、災害に負けない知識や私たちにできること
について考えていきたいと思いました。

　　　　　　　　　　神牧沙也加　看護学部３年
　私は初めて福島県に行きました。被災地を実際に見たり当
時の話を聞くことができ、震災の悲惨さや現在の状況などを
知ることができました。復興している所もありますがまだま
だ問題点も沢山あることを知りました。この経験を通して私
たちが現在何ができるのか考えて行きたいと思いました。
  
　　　　　　　　　　竹本愛彩　看護学部３年
　わたしは今回初めて被災地に行き、自分の目で被害や復興
の状況を見ることが出来ました。震災からは 8 年が経ち、新

たな住居や防災のための施設がどんどん作られているのが分
かりました。しかし、未だに原発の問題や被災した方達の心
の問題や産業の復興などまだまだ課題が残っているというこ
とも感じました。わたしはまだ大きな災害を経験したことが
ありません。そのため、今まで具体的なイメージを持つこと
が難しかったですが、今回の体験を通してより防災の意識が
高めることが出来ました。また、家に帰ってから家族と体験
の話をして、もし災害が起こった時にどう動けばいいのかを
改めて考える機会にもなりました。今後も自分の命を自分で
守るためになにができるのかを考えて、いつか必ず起こる災
害に備えていきたいと思いました。今回はとても貴重な体験
に参加させていただき本当にありがとうございました。
  
　　　　　　　　　　川淵紫苑　看護学部２年
　今までテレビや画像でしか被災地について見たことがあり
ませんでした。今回、実際に被災地を見学させて頂いたこと
で震災の悲惨さや被災した方々の苦しみ、復興することの難
しさなど様々なことについて学ぶことができました。いつ起
こるのかわからない震災にどう備えるのか、被災地に対して
自分ができることは何かいま一度よく考えなおしていきたい
と思います。

　　　　　　　　　　里中美来　看護学部２年
　私は被災地にも福島県にも初めて行きましたが、今回、本
当にいい経験となりました。本当にありがとうございました。
被災した方々の体験記というのは実際に直接の関わりを通し
て話を聞かないと伝わらないものがあると感じました。そし
て、震災はいつ、どこで起こるか予測不可能なため、他人事
ではなく、日頃から身近な人と交流をし、備えておく必要が
あると感じました。「自分の命は自分で守る」という言葉を大
切に震災時の行動について考えていきたいと思いました。
震災を経験した地域だけが、経験を生かした対策をするので
はなく、他の地域にも広めて行くということが今後の課題で
あるとも感じました。
 

　　台風 19 号被災地支援　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴記　好博　
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＝ AMDA 兵庫活動記録【平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日】＝  
令和元年 5 月  4 日～ 5 日
令和元年 7 月 28 日

令和元年 8 月 21 日
令和元 年 8 月 27 日～ 28 日　　　　　　 　　　　　
令和元年 9 月 1 日
令和元年 9 月  12 日～ 21 日
令和元年 10 月 15 日～ 20 日   
令和元年 10 月 23 日～ 26 日
令和元年 11 月 20 日
令和元年 12 月 9 日

令和 2 年 2 月 13 日

＝ご寄付（敬称略）【平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日】＝  

㈱アイダック 中島美榮子、藍の都脳神経外科病院、井上京子、岸路悦子、神戸市薬剤師会、小林眞也子、震災記念公園
田村弘子、ダ・カーポ音楽事務所、土井眞理子、豊中脳神経外科クリニック、中島健三、長谷川好昭、水の都記念病院
山下倫市、㈱ラ・スイート神戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）

アースデイ神戸参加 （江口、藤本、AMDA 神女クラブ）
南海トラフ地震プラットフォーム調整会議　岡山国際交流センター
　（江口、鈴記、原田、AMDA 神女クラブ）
神戸市薬剤師会　活動報告・寄付金御礼（江口）
福島いわき市訪問、原発見学（江口、桂木、原田、中田、AMDA 神女クラブ）
徳島県防災訓練参加（江口）
台風 19 号豪雨災害支援活動　長野市豊野西小学校他避難所（鈴記）
台風 19 号豪雨災害支援活動　長野市豊野西小学校（鈴記、原田）
台風 19 号豪雨災害支援活動　長野市賛育会クリニック旧豊野病院（原田）
白陵中学・高等学校　講演会「救える命があればどこへでも」（江口）
特別対談　高野山 517 世永世法印東山泰清御住職　「医療と慰霊は国境を越えて」
　　　　　　　　　　　　　ラ・スイート神戸オーシャンガーデン（江口）
㈱ラ・スイート寄附贈呈式（江口）

　　　　　　　　　　   

定例会   随時、開催します。
　　  　 HP に掲載しますので、ご覧ください。
 　　　　　　　　　　　　発効日：2020 年 5 月　

AMDA 兵庫
〒 673-0896　
明石市日富美町 5-16 ﾊﾘﾏﾋﾞﾙ 3 階にじ作業所内
E-mail: amdahyogo@yahoo.co.jp　　HP：http://amda-hyogo.com 

    

＝ AMDA 神女クラブ活動記録【平成 31 年 4 月 1 日～令和 2 年 3 月 31 日】＝  
令和元年 5 月  4 日～ 5 日

令和元年 7 月 28 日

令和元 年 8 月 26 日～ 29 日　
　　　　　 　　　　　
令和元年 11 月 9 日～ 10 日

アースデイ神戸参加　ネパール物品・バスボム販売
　5/4（宇都宮、諌山、神牧、竹本、上野、原田、早瀬）
　5/5（宇都宮、諌山、川淵、里中、原田、早瀬）
南海トラフ地震プラットフォーム調整会議　岡山国際交流センター
　（諌山、川淵、高杉、早瀬）
福島いわき市訪問、原発見学
　（宇都宮、諌山、神牧、竹本、川淵、里中、上野、原田、早瀬、福永、流石）
学際　ネパール物品販売、お菓子販売
　11/9（川淵、里中、高杉、福永、流石、早瀬）
　11/10（川淵、里中、高杉、原田）

　福島県いわき市と福島第二原発への視察 ～ AMDA 兵庫・AMDA 神女クラブ合同プロジェクト～　

　　　　　　　　　　AMDA 兵庫理事長　　江口貴博
　阪神淡路大震災時に日本全国や世界各国から頂いた支援
へのお礼をしようと１９９８年２月に発足した AMDA 兵庫
も昨年２０周年を迎えることができました。最初の１０年
は、震災被災地からの寄付でできた AMDA ネパール子ども
病院への技術支援をしながら支援への感謝の気持ちを世界
に発信するとともに、震災で亡くなられた方々への慰霊を
行うことを目標とし、ネパール子ども病院の１０周年記念
式典にはネパールの地で宗派を超えた合同慰霊祭を執り行
いました。次の１０年は、日本とネパールの病気の子ども
達へのメンタルケアとして、日本クリニクラウン協会と合
同でピエロを病院に派遣し笑顔で溢れる病院を目指しなが
ら、日本国内では東日本大震災や熊本地震、西日本豪雨災
害などで、医師や看護師、保健師や薬剤師らを派遣して慰
問を行い、阪神淡路大震災からの復興へのお礼の気持ちを
日本全国に伝えてきました。
そして、昨年新たな１０年のスタートを切りましたが、次
の１０年は近い将来来るであろう南海トラフの地震災害な
どへの備えをしながら、次世代の育成に力を入れていくこ
とを目標に掲げることとしました。
特にここ数年、兵庫県下で共に活動する神戸女子大学の
AMDA 神女クラブと、様々なイベントなどで行動を共にし
てきました。その最初の大きな合同プロジェクトは、２年
前の夏に催行した宮城県石巻市雄勝町への慰問活動でした。
今回それに続く第２弾として、原発事故の影響で東日本大
震災からの復興が最も遅れていると言われる福島県を共に
訪ねることを企画しました。
AMDA 神女クラブの看護学科の学生達 11 人は８月２６日
夜に大阪を出発し夜行バスでいわき市を目指しました。当
直明けの江口と AMDA 中高生会の副リーダーだった江口の

長男、そして引率の AMDA 兵庫のメンバー３名は８月２７
日早朝便で空路福島を目指し、総勢１６名で、８月２７日、
２８日と福島県いわき市を訪ねました。２７日午前はいわ
き市合同庁舎で防災担当者の方々に復興状況を伺い、午後
は福島第一原発のあった双葉町の町役場を訪ねて、当時の
全町避難の様子と現在の避難者の状況を伺いました。夕方
は塩屋埼周辺の地区をバスで視察しながら同乗した語り部
の方から被災当時の様子と復興の様子を伺いました。その
夜は、看護学生らは復興に尽力している民宿「鈴亀」で宿
泊し、二人三脚で復興に尽力したご夫婦から当時の様子と
ともに復興に向けてどう行動したかを確認できたようです。
翌２８日午前は廃炉の決まった福島第二原発を訪ね、第一
原発同様に津波を受けながらも３０時間で電源復旧とモー
ターの交換を行い、間一髪で冷却再開を果たした当時の様
子を伺いました。その後、福島第二原発の原子炉の中まで
ご案内頂いたことで、炉心溶融をきたした第一原発の現在
の状況がよくわかりました。昼は原発の資材置き場として
活躍しその後再開した J ビレッジで昼食後、楢葉町の遠隔技
術開発センターを訪ね、第一原発の放射能デブリを取り除
くためのロボット開発の進捗状況を伺った後、夕方空路で
大阪に帰り、江口は奈良の重度障害者施設での当直に入り
ました。視察前後は大抵当直で、今回も３泊４日の旅でした。
看護学生達も江口の子供も、特にテーマは与えず、まず知
ることから始めようと臨んだ今回の視察、今後福島のため
に各々が考え、何か行動を起こしてくれることを期待して
います。
AMDA 兵庫は AMDA の一員として、「救える命があればど
こへでも」の精神を次の世代へと繋いでいきたいと思って
います。今後ともご支援下さいますようどうぞよろしくお
願いいたします。

　　　　　　　　　　上野瑛梨奈　看護学部２年
　この度、東日本大震災の被災地である福島県の視察によっ
て、改めて被災するという体験を知ることができました。
役場や原発見学を通して、津波の被害に原発事故が重なった
ことで、阪神淡路大震災から神戸が復興を遂げた時よりも、
復興にかかる時間は長いであろうということ知り、また放射
能による危険から身を守るために、故郷に帰ることを未だ叶
えることが出来ずにいる被災者の思いを考えると、遣る瀬無
い気持ちになりました。
また逆に、被災者との交流を通して、被災してより辛いとい
う思い以上に、立ち直ることが義務だと感じ、ひたすらに前
に進む努力をしてきたというお話を聞きました。この言葉か
ら、被災する体験がただ単に、辛いという負の感情だけを生
み出すのではなく、そこから乗り越えようと歩み出す強い力
を、被災者が持っていたことを知りました。
私が知ることのできた ” 被災するという体験 ” は、ほんの一
部分に過ぎないのかもしれません。しかし、今回学ぶことの
できた事柄はどれもとても大切だと感じます。私は今回の視
察で得た学びから、被災することについて、今後も継続して
自分なりに考察し、理解しようとすること。そして理解を深
めた上で、福島県やその被災者のためになるような、また新
たな災害が起こったときの被災地や被災者に良い影響を与え
られるようなアクションを起こしていく必要があると思いま
した。
最後に、今回このような体験を与えてくださった方々に感謝
致します。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　福永里絵　看護学部１年
　私は今回初めて福島に行き、そして初めてこの目で被災地
の現状を見学することができました。堤防や防災緑地などの
今後の災害への対策が進む中で、被災者の心のケアや風評被
害など、まだまだ復興への課題が多くあることも学びました。
実際に目で見て話を聞くことで貴重な発見ができ、災害が多
い日本のこれからについて考える非常に良い機会となりまし
た。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　流石 茅都利　看護学部１年
　私は被災地を訪れたのは 2 度目でした。震災から 3 年後に
旅行に東方に訪れたときとは、街の雰囲気や人々の様子が変
化していて、新しい東北を作り出そうとしている段階なのの
だと感じました。実際に被害に遭われた方ほお話を聞くこと
ができ、日頃からの備えの大切さを感じました。貴重な経験
をさせていただき本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　早瀬歩美　看護学部１年
　この度は私たちのために福島視察に関する様々なご支援を
いただきまして本当にありがとうございました。実際に現地
に足を運ぶことで、今の福島の状況や復興にはまだまだ時間
がかかることなどそこでしか見えないことが沢山あり、震災
から 8 年が経った福島のこれからの課題を学ぶことができま
した。今回学んだことを今後の活動にも生かしたいと思いま
す。本当にありがとうございました。
   
　　　　　　　　　　原田小雪　看護学部１年
　今回、福島復興見学プログラムに参加させて頂くにあたっ
て、本当に多くのことを感じ、学びました。恥ずかしながら、
今までは復興や支援と聞くと、物資や労力などが主になると
勝手に思っていました。しかし今では、時間や自分の目で見
て感じること、それらを伝えることなども大事な要素になる
のだと思うことができました。多くの人と出会い、たくさん
のお話を聞くことが出来て、大変貴重な体験をさせていただ
きました。本当にありがとうございました。
  

  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　


